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ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

認
定
10
周
年
に
向
け
た

取
組
は
？

　

祖
母
・
傾
・
大
崩
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
は
２
０
１
７
年
の
登
録
以
来
、 

生
態
系
の
保
全
と
持
続
可
能
な
利
活

用
の
調
和
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

２
０
２
７
年
に
登
録
10
周
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の
広

大
で
貴
重
な
自
然
資
源
を
生
か
す
た

め
県
と
し
て
ど
の
よ
う
な
地
域
デ
ザ

イ
ン
を
描
き
、
具
体
的
な
施
策
や
取

組
を
展
開
し
て
き
た
の
か
、
こ
れ
ま

で
の
取
組
の
検
証
が
必
要
だ
と
考
え

ま
す
。

　

特
に
本
県
が
制
定
し
て
い
る
「
お

ん
せ
ん
県
お
お
い
た
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
条
例
」
の
理
念

は
、
地
域
固
有
の
自
然
や
文
化
を
生

か
し
た
体
験
型
観
光
の
推
進
で
あ

り
、
ま
さ
に
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク

が
目
指
す
方
向
と
軌
を
一
に
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

一
方
で
、
当
初
期
待
さ
れ
た
観
光

振
興
や
一
次
産
業
へ
の
波
及
効
果
が
、 

地
域
住
民
に
ど
こ
ま
で
実
感
さ
れ
て

い
る
か
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
登
録
10
周
年
に
向
け
た

「
仕
込
み
」
の
年
と
な
る
来
年
度
（
２

０
２
６
年
度
）
は
、
大
分
・
宮
崎
両

県
の
自
治
体
連
携
に
よ
る
広
域
エ
コ

ツ
ア
ー
の
構
築
や
、
高
付
加
価
値
な

体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
造
成
、
戦
略
的

な
情
報
発
信
を
強
化
す
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
組
の
総
括
と
、
今

後
の
課
題
解
決
に
向
け
た
方
針
を
生

活
環
境
部
長
に
聞
き
ま
し
た
。

【
生
活
環
境
部
長
答
弁
】

　
「
登
録
以
来
、
基
本
方
針
に
沿
っ

た
取
組
を
関
係
自
治
体
と
一
体
と

な
っ
て
推
進
し
て
き
た
」
と
し
て
、

「
ま
ず
、
生
態
系
保
全
に
つ
い
て
は
、

認
定
後
の
調
査
に
よ
り
、
希
少
種
を

含
む
約
８
千
種
の
動
植
物
が
確
認
さ

れ
、
保
全
に
つ
な
が
る
重
要
な
基
礎

情
報
が
得
ら
れ
た
。
次
に
、
環
境
教

育
・
基
盤
整
備
に
つ
い
て
、『
あ
祖

母
学
舎
』
等
の
地
域
の
自
然
や
文
化

を
伝
え
る
拠
点
施
設
が
整
備
さ
れ
、

自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し

た
。
ま
た
案
内
板
や
遊
歩
道
の
整
備

な
ど
受
入
環
境
を
整
え
て
き
た
。
こ

れ
ら
取
組
を
も
と
に
、
今
年
度
（
２

０
２
５
年
度
）
は
、
体
験
型
観
光
を

提
供
す
る
23
の
事
業
者
と
連
携
し
た

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
す
る
な
ど

利
活
用
を
進
め
て
き
た
」
と
こ
れ
ま

御
み

手
た

洗
らい

　朋
とも

宏
ひろ

（大分市）

一般質問
外
国
人
と
の
共
生
に

つ
い
て

　

外
国
人
を
単
な
る
労
働
力
の
補
完

と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
地
域

社
会
の
構
成
員
と
し
て
、
互
い
の
人

権
を
尊
重
し
、
と
も
に
暮
ら
す
社
会

を
築
く
こ
と
が
必
要
。
外
国
人
に
選

ば
れ
る
大
分
県
で
あ
る
こ
と
は
、
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
も
直
結
す

る
。
外
国
人
と
の

共
生
に
つ
い
て
、

今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

【
知
事
答
弁
】

　

毎
年
２
０
０
０
人
を
超
え
る
ペ
ー

ス
で
増
加
し
て
い
る
県
内
在
住
の
外

国
人
は
、
今
や
地
域
や
産
業
を
支
え

る
大
切
な
県
民
だ
。
外
国
人
住
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
多
言
語

相
談
窓
口
の
設
置
や
日
本
語
学
習
支

援
な
ど
を
進
め
て
い
る
。
今
後
も
市

町
村
や
関
係
団
体
と
連
携
し
、
多
文

化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組

を
進
め
て
い
く
。

中
九
州
横
断
道
路
の

整
備
に
つ
い
て

　

中
九
州
横
断
道
路
は
、
大
分
県
と

熊
本
県
を
結
び
、
物
流
、
観
光
、
防

災
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
効
果
が
期

待
さ
れ
る
高
規
格
道
路
で
あ
り
、
県

土
の
将
来
像
を
左
右
す
る
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
だ
。
国
へ
の
要
望
活
動
、
関

係
自
治
体
と
の
連
携
、
県
庁
内
の
推

進
体
制
な
ど
、
早
期
完
成
に
向
け
た

主
体
的
な
取
組
を
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
。

【
知
事
答
弁
】

　

九
州
の
東
西
を
結
ぶ
中
九
州
横
断

道
路
は
、
新
生
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン

ド
九
州
の
実
現
等
に
向
け
た
人
流
・

物
流
の
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
南
海

ト
ラ
フ
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
時
の

代
替
路
と
し
て
も
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
早
期
の
完
成
が
求
め

ら
れ
る
。
今
後
も
、
国
や
関
係
自
治

体
と
連
携
し
、
整
備
促
進
に
全
力
で

取
り
組
む
。

就
労
選
択
支
援
に

つ
い
て

　

大
分
県
は
「
障
が
い
者
活
躍
日
本

一
」
を
掲
げ
、
障
が
い
の
あ
る
方
が

希
望
や
特
性
に
応
じ
て
働
き
、
地
域

で
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
社
会
づ
く
り

を
進
め
て
お
り
、
就
労
支
援
や
職
場

で
の
成
果
と
利
活
用
の
状
況
を
述
べ

ま
し
た
。

　

一
方
で
、「
認
知
度
は
県
内
で
の

認
知
度
が
４
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

お
り
、
こ
れ
を
高
め
る
取
組
や
地
域

で
の
滞
在
時
間
を
延
ば
す
取
組
を
求

め
る
声
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
課

題
解
決
の
具
体
的
施
策
が
必
要
」
と

の
認
識
を
示
し
、「
２
０
２
５
年
度

補
正
予
算
（
に
計
上
し
た
『
ク
ー
ル

サ
マ
ー
in
お
お
い
た
推
進
事
業
』）

を
活
用
し
、
く
じ
ゅ
う
地
域
と
併
せ

て
地
域
の
魅
力
や
夏
の
涼
し
さ
を
国

内
外
に
発
信
し
、
認
知
度
の
更
な
る

向
上
と
滞
在
型
利
用
の
拡
大
を
目
指

す
」
と
し
て
、「
２
０
２
７
年
度
（
令

和
９
年
度
）の
登
録
10
周
年
に
向
け
、

宮
崎
県
を
含
む
関
係
自
治
体
等
と
と

も
に
、
具
体
的
な
取
組
の
検
討
を
加

速
さ
せ
て
い
く
」
と
課
題
と
今
後
の

展
開
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

２
０
２
６
年
度
は
１
千
４
７
８
万

６
千
円
の
予
算
が
組
ま
れ
、
関
係
市

と
と
も
に
案
内
看
板
を
増
設
し
魅
力

発
信
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
２
０
２
７

年
の
認
定
10
周
年
を
見
据
え
て
、
さ

ら
に
魅
力
の
発

信
を
図
り
、
地
域

振
興
を
進
め
て
も

ら
い
た
い
と
考
え

ま
す
。

玉
たま

田
だ

　輝
てる

義
よし

（豊後大野市）

一般質問


